外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成28年4月30日（土）　　　司会：小笠原　香織　　記録：小笠原　香織
	小笠原
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
	戸賀沢
	工藤
	馬場
	藤田
	斎藤

	○
	業務
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休

	石渡
	佐々木
	赤坂
	上野
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	○
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患予定＞

5/2（月）高森浩平様（23）：窪田Dr
八戸市にて出生。光星学院高校[自動車科]を卒業後､八戸学院大学[整備科]へ進学。学生時代は国語(漢字の書き取り等)が苦手で､理科が得意であった。同校卒業後､愛知県にある自動車整備工場へ就職(自動車点検業務)。2つ以上の作業を同時に行うこと､臨機応変な対応が苦手で､想定外の出来事が起きるとパニックを起こすことや､上司より業務について注意されることが続いていた。短期記憶の低下も顕著で､指示された内容をすぐに忘れて業務にも支障が認められた。21歳頃､上記について悩んでいたこともあり､愛知県内にある精神科病院を初診。同院より浜松医科大学附属病院を紹介され､心理検査を実施(動作性IQが低いと言われたとのこと)。同院より､｢家族がいないと診断名を言えない｣と言われ､診断名について知ることはなかった(自身では発達障害を疑っていた)。同時期に仕事を退職し､実家である八戸市へ帰省。以後は仕事をせず引きこもって生活していた。H28年4月､郵送関係(仕分け業務､朝5時～14時勤務)の仕事へ就職。しかし､以前と同様に作業能力が低度であることが目立ち､上司から注意を受けることが多い状況であった。今回､インターネットで自身の状態について調べ､発達障害を疑い､当院へ受診相談がある。

5/3（火）山本スミエ様（73）：伊藤Dr

現在､八戸市にて娘･息子と3人暮らし。

H20年頃､夫(大工)が釣りをしている最中､海で行方不明となった（以後も遺体は見つからず､死亡確定となり届出も出している）。同時期より倦怠感､不眠等の症状が出現し､圭仁会病院を受診して抗不安薬の処方を受けていた。

　H27年12月末より､食欲低下(H27年12月～現在にかけて､4～5㎏減量)､頭がぼんやりする等の症状が出現。H28年4月､主治医である医師がシルバークリニックへ移ったことから､本人が同院への通院を希望し､同院へ転院。以後も上記症状が持続し､同院より精神科への受診を勧められ､当院受診予定となる。

5/3（火）奥島梓様（30）：伊藤Dr
弘前大学卒業後､税関(国家公務員)へ就職し､秋田支署へ配属。本人曰く､｢Aと指示されたことに対して､AとBまでやってしまう。余計な仕事までやってしまう傾向にある｣｢面倒くさがり｣とのことで､同じような失敗を繰り返し､上司から叱責を受けることが目立っていた。

H27年､八戸支署へ転勤。上司から質問された内容とは違う内容の返答をすることや､事務作業等の簡単な単純作業が出来ないことが続いていた。度々部署内で異動を繰り返してきたものの､作業能力が低度で問題が起こり､上司から指導されることでパニックを起こすこともあった。上司と振り返りを行い､作業能力等の状況を確認し本人が出来る仕事を検討しようとするものの､上司曰く､｢自分は出来る｣といった態度をする様子があり､振り返りが困難で上司も頭を悩ませていた。今回､職場で大きなミスを起こし､管理者より指導や対応を検討するよう伝えられ､職場のカウンセラーと面談を実施。カウンセラーより､発達障害の疑いがあるのではないかと説明され､H28.3.2今後の対応や精神科受診について上司より当院へ相談がある。

5/3（火）鳥谷部洋次（83）：深澤Dr

性格は温厚で几帳面。建築士であり、建設業に従事していた。元々飲酒は常習的であり、高血圧、肝機能障害の指摘を受けることがあった。田中医院をかかりつけ医としており、AL依存症など身体治療を行っていた。しかし、徐々に介護負担が増え、介護保険を申請。（その際の主治医意見書は田中Ｄｒが記載したとのこと）サービスを利用していた。今から4年前（Ｈ24.4.29）に本人宅前の住宅火災があり、自分の家に飛び火するのではないかと不安が増強し、徐々に不穏、落ち着きのなさが目立ち、妄想言動、攻撃性、時に妻に対する暴力行為もあったとのこと。

最近では物忘れが強い状況であり、妻への依存が強く姿が見えなくなるだけで探し回ることや夜中に自分が起きると妻も起こすことが日常的となっている。また、季節感もなく、人物誤認等も顕著であるとのこと。不安が強くなると薬を希望し「病院へ行く」と繰り返し訴えることが増えているとのこと、時々ぼんやりしていることも増えている状況である為当院へ相談がある。
